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≪授業の概要≫
【授業の概要】
（前期）財産法（主に、民法総則・物権）領域の重要な論点を取り上げて検討する。民法
の基礎理論を再度確認し、判例・事例研究を行うことで実務対応能力を身につけることを
目的とする。
（後期）民法(財産法)のうち、講学上「債権法」と呼ばれる部分を中心に各制度について
学ぶ。講義では、私たちが日常生活の中で接しうる身近な具体的事例を示しながら、特に
重要なポイントについて説明する。債権法に関する基本的な知識を修得することにより、
実際の取引関係などにおいて生じる具体的な問題について法的な観点から検討する能力を
養う。
【授業の内容】
（前期）
第1回　ガイダンス・民法入門～どうして、契約に、国家が介入するのか～
第2回　意思主義～なぜ、契約を守られなければならないのか～
第3回　強制執行～契約を守らない人は逮捕される？～
第4回　成年後見制度～あそこのおじいさん、ぼけちゃったけど大丈夫かな？～
第5回　代理概論～契約をしたのは中村さん。佐分さんに責任を取ってもらえる？～
第6回　無権代理～佐分さんの息子が父親の代理人だというので、契約したけど、実は違
ったらしい～
第7回　無権代理と相続～息子が父親の代理人というので、契約したけど、実は違ったら
しい。でも、父親が死んでしまった。これなら、何とかなる？～
第8回　法人～会社が倒産した。社長の責任は？～
第9回　所有権の意義・物権的請求権～近道だ。誰の迷惑になるわけでもないし、空き地
を通らせてもらおう～
第10回　意思主義・対抗要件主義～所有者になりたい。でも、どうすればいい？～
第11回　不動産登記～どうしたら、登記してもらえる？　費用は？～
第12回　区分所有権～マンションに住んでいる。マンションの廊下は誰のもの？～
第13回　抵当権～家屋敷を抵当に入れてしまった。もう、自分のものじゃない？～
第14回　先取特権～勤務先が給料を払ってくれない。何とかならない？～
第15回　所有権留保・譲渡担保～車を買った。車検証を見ると、所有者のところに、ロー
ン会社の名前が書いてある～

（後期）
第1回　ガイダンス・債権法の全体像、債権法改正について
第2回　契約の交渉から成立における問題
第3回　契約の任意の実現‐弁済
第4回　契約が履行されなかったときの問題‐債務の不履行とは
第5回　契約が履行されなかったときの問題‐強制履行・損害賠償
第6回　各種の契約類型‐売買
第7回　各種の契約類型‐賃貸借・役務提供型契約・その他の契約
第8回　相殺
第9回　責任財産の保全
第10回　多数当事者の債権債務関係序論
第11回　連帯債務・保証債務
第12回　当事者の変動‐債権譲渡
第13回　その他の紛争処理・不法行為責任序論
第14回　不法行為の要件
第15回　不法行為の効果　
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（前期）
【成績評価】
授業への参加状況・発言状況(30%)およびレポート(70%)で、評価する。
【予習及び復習】
この授業は、後期開講の「民法研究（B）」と合わせて、僅か4単位で、民法（財産法）を
扱うものである。時間の関係上、授業中に、前提知識を伝えることや振り返りを行うこと
はできない。授業は、予習及び復習がなされていることを前提に進行する。すでに大学の
法学部で民法を学習したという前提で、各授業ごとに、予習及び復習には、それぞれ2時
間ずつを必要とする。
【質問への対応】
質問には、授業終了後またはオフィスアワーにて、対応する。
【レポート等のフィールドバック】
レポートの結果については、評価に関する疑問等申出期間において対応する。

（後期）
【成績評価】
授業内における議論への参加状況(30%)及びレポート(70%)の結果で評価する。
なお、レポートの結果についてのフィードバックは、評価に関する疑問等申出期間におい
て対応する。
【準備学習】
本授業は、民法のうち、「第三編債権」全体を主な対象としており、扱う内容は膨大で
す。授業では、事例問題の検討・解説を中心に行い、前提となる知識の詳細な確認は行い
ません。したがって、予習なしに授業の内容を理解するのは不可能ですので、各自後掲の
参考書等を用いて事前学習を行なってください。また、授業後は、講義レジュメ及び参考
書を用いて、自身の理解度を確認してください。予習・復習に必要な時間の目安は、各回
4時間程度です。
【質問への対応】
授業終了後のほか、随時対応します。

（前期担当　濱口、後期担当　永岩）

≪テキスト≫
道垣内弘人『リーガルベイシス民法入門』（日本経済新聞社、第2版、2017年）

≪参考書≫
道垣内弘人『リーガルベイシス民法入門』（日本経済新聞社、第2版、2017年）
潮見佳男『民法(全)』(有斐閣、2017年)
米倉明『プレップ民法[第5版]』(弘文堂、2018年)
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